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論文の内容の要旨
(目的)
高齢の運転免許所持者が増加し、高齢者が当事者となる交通事故が増加している。これらの高齢免許所持
者のなかには認知機能の低下している者もあり、特に地方においてはそうした高齢者による運転が問題と
なっている。そのため警察庁ではさまざまな高齢者対策を行っているが、未だ十分ではなしh 高齢者の運転
適性を評価するためにさまざまな認知機能検査が試みられているが、今のところ統一された見解は得られて
いない。高齢者の社会参加と安全な交通社会を同時に実現するには短時間で簡単に運転適性を評価する方法
が求められている。近年、運転適性評価のひとつとして有効視野測定が有用であるとし寸報告が増加してい
る。そこで本研究では、高齢者の運転実態を把握した上で、簡便な有効視野測定システムの開発を行うこと
を呂的とした。
(第 1研究)
(目的)高齢者の運転実態を把握すること。(対象と方法)69歳以上の免許を更新する者を対象に、 3都県
の教習所にてアンケート調査を行った。(結果)有効回答324名分を分析したところ、 I回の運転時間は 1
時間以内が9割を占め、地方の高齢者はほとんど毎日運転し、ペーパードライバーは都市部においてもごく
少数であった。都市部に住む高齢者は高速道路の利用頻度や遠出する頻度が高く、男性は主にレジャーや旅
行で運転し、女性は買い物が中心で生活に密着した目的が多かった。(考察)地方の高齢者や女〉性は日常生
活のために、都市部では主に生活の質を高める用途で、車に乗っている可能性が考えられた。
(第2研究)
(目的)講習予備検査を受検する 75歳以上の免許更新者の運転状況と認知機能を明らかにすること。(対
象と方法)24都府県の自動車教習所にて調査用紙を配布し、その場で記入後回収し、警察庁でデータ化し
たものを解析した。(結果)4，299名から回答を得た。認知機能が低下していると判断された者が約8%、や
や低下している者が約29%であったD また認知機能の低下と運転頻度や運転に関する自信との間には関係
がなかった。しかし、認知機能が低下している者は身体能力に自信がなく、運転目的も生活に必要な内容に
限定している傾向があった。(考察)地方では認知機能が低下していても運転を継続せざるを得ない実態が
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あり、高齢者の免許返納税度を活かすには代替交通手段の確保の必要性が高いと考えられた。
(第3研究)
(自的)脳血管障害や加齢によって低下した視知覚認知能力を有効視野概念で測定するシステムを開発す
ること口(対象と方法)運動麻埠や失語の影響を受けず、汎用 PCを用いた簡単な構成で、検査負担が少な
く短時間で測定できるソフトウェアを試作し、 VFIT(¥匂ualField with Inhibitory Tasks) と命名したo VFIT 
による評価では、高齢者の有効視野は若年者に比べて狭く、同じ若年者のなかでも運転に苦手意識を持つ者
の有効視野は同年代の者に比べて狭かった。(考察)試作したシステムの有用性が示唆された。
(第4研究)
(目的)第 3研究で開発したソフトウェアを 75歳以上の高齢者にも適用しやすいように修正すること。(対
象と方法)中心視野の呈示刺激の課題難易度を下げたものを作成し (VFIT-EV)、70歳前後の 4名で試用した。
(結果)高齢者版では、従来版でみられた失敗体験は減少し、測定値も安定した。(考察)VFIT-EVの有用性
が示唆された。
(第5研究)
(目的)高齢者の認知機能特性と運転適性との関連を明らかにすること<) (対象と方法)65歳以上の者20
名を対象として以下の検査を行い、互いの関連を検討した。日常の運転に関してインタビューガイドに基づ
く質問調査を行った。認知機能検査として孔品1SE、TMT-AおよびB、WAIS符号課題を行った。第4研究で
開発した VFIT-EVを用いて有効視野検査を実施した。自動車教習所で、実車を用いて、仮免許試験である
修了検定基準による運転評価を行った。(結果)MMSEのカットオフ点以下の者が約2部おり、彼らも日常
的に運転していた。また20名のうち7名が過去1年以内に何らかの事故を経験していた。 TMT-Bの成績は
75歳以上で有意に低下していたc また実車評価の成績で2群に分けて比較した結果、実車評価成績の悪い
群は有効視野正解率が有意に低かったo (考察)VFIT-EVと実車評価成績に関連があり、 VFIT幽EVの運転適
性評価法としての有用性が示唆された。
(考察)
高齢者の多くが生活のために自動車運転を必要としており、彼らの運転適性を簡便に評価する方法の必要
性が明らかとなった。本研究で開発した有効視野測定法の、高齢者の運転適性を評価する指標としての有用
性が示唆された。
審査の結果の要旨
本論文は、超高齢社会における喫緊の課題を様々な側面から検討した意欲的な研究からなっており、社会
的意義が高く、今後の発展も大いに期待できる。
平成 24年 1月7日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(リハビリテーション科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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